
柔軟なひずみセンサを用いた
マスク型サイレントスピーチインタフェース

本研究では、日常生活
で気軽に使用できるマス
ク型SSI、E-MASKを提
案する。E-MASKは柔軟
なひずみセンサをマスク
に取り付けることで、口
唇周辺の変形から発話内
容を推定するインタ
フェースである。

研究背景
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アプリケーション
E-MASKは、Alexaの
21個のコマンドを推定す
ることが可能である。E-
MASKはアプリケーショ
ンとして満員電車内での
検索や移動中の乗り換え
検索などを想定している。
また、今後重要となって
くるロボットとのインタ
ラクション用のインタ
フェースとして使用でき
る可能性も存在する。

本研究では、椅子に
座っている際、歩行中の
際の時系列データを計測
し推定を行った。椅子に
座っている状態は平均約
84.4%、歩行中は平均約
79.1%の推定率であった。
この結果から、E-MASK
は歩行中に使用できる
ウェアラブルインタ
フェースのポテンシャル
があることを確認できた。

研究成果

本研究では、高感度か
つ柔軟なひずみセンサを
用いて発話時の口唇周辺
の形状変化から生じるマ
スクの変形を計測する。
実際にAlexaと発話した
際に計測した生データと
標準化を行ったデータを
示す。

計測データ


